
第 57回 日本生化学会近畿支部例会 

要旨集

日時： 2010年 5月 22日（土） 
9時 30分～17時 30分 

会場： 奈良先端科学技術大学院大学 
〒630-0192 生駒市高山町 8916-5 
事務局 Tel: 0743-72-5530、 FAX: 0743-72-5539 
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第 57 回 日本生化学会近畿支部例会 プログラム 
 
日時： 2010 年 5 月 22 日（土）9 時 30 分より 
場所： 奈良先端科学技術大学院大学 
 〒630-0192 生駒市高山町 8916-5 
 例会事務局 動物遺伝子機能学講座内 
 Tel: 0743-72-5530、Fax: 0743-72-5539 
 HP アドレス: http://bsw3.naist.jp/jbs-k/jbs2010_index.html 
参加費： 無料 
 懇親会 3,000 円（学生 1,000 円） 
 
 
08:30 –10:30 
ポスター掲示（撤去は 15:30 – 16:30） 
バイオサイエンス棟玄関ロビー（A 会場横） 

09:30 – 10:20 
モーニングレクチャー 
ミレニアムホール 
「次世代シークエンサーを用いた iPS 細胞研究」 
山本拓也先生（京都大学 物質-細胞統合システム拠点 iPS 細胞研究センター） 

10:30 – 12:00 
一般講演 
A 会場：バイオサイエンス棟 1 階 大講義室  A-01 ~ A-06 
B 会場：物質創成科学棟 1 階 大講義室  B-01 ~ B-06 
C 会場：情報科学棟 1 階 L1 大講義室   C-01 ~ C-06 

12:00 – 13:10 
昼食 （12:10 – 13:10 バイオサイエンス棟 1 階 L12 会議室にて近畿支部評議員会） 

13:10 – 14:10 
ポスター発表 
バイオサイエンス棟玄関ロビー（A 会場横） 

14:20 – 16:20 
一般講演 
A 会場：バイオサイエンス棟 1 階 大講義室  A-07 ~ A-14 
B 会場：物質創成科学棟 1 階 大講義室  B-07 ~ B-14 
C 会場：情報科学棟 1 階 L1 大講義室   C-07 ~ C-14 

16:30 – 17:30 
特別講演 
ミレニアムホール 
「ユビキチン研究の新展開：タンパク質分解の枠組みを超えた多彩な機能」 
岩井一宏先生（大阪大学大学院 生命機能研究科） 

17:30 – 19:30 
懇親会 
ミレニアムホール玄関ロビー 



座長リスト 

 
特別講演 
（ミレニアムホール） 
 高木 博史 （奈良先端大・バイオ） 
 
モーニングレクチャー 
（ミレニアムホール） 
 川市 正史 （奈良先端大・バイオ） 
 
 
一般講演 
 
（A 会場） 
A-01～A-03 内海 龍太郎 （近畿大・院・農・バイオ） 
A-04～A-06 大津 巌生 （奈良先端大・バイオ） 
A-07～A-09 栗原 達夫 （京都大・化研） 
A-10～A-12 井上 国世 （京都大・院・農・食生科） 
A-13～A-14 横田 明穂 （奈良先端大・バイオ） 
 
（B 会場） 
B-01～B-03 金澤 浩 （大阪大・院・理・生物科学） 
B-04～B-06 都留 秋雄 （奈良先端大・バイオ） 
B-07～B-09 中畑 泰和 （奈良先端大・バイオ） 
B-10～B-12 瀬尾 美鈴 （京都産大・工・生物工） 
B-13～B-14 吉原 誠一 （奈良医大・医・生命システム） 
 
（C 会場） 
C-01～C-03 小林 祐次 （大阪薬大・創薬基盤科学） 
C-04～C-06 明石 欣也 （奈良先端大・バイオ） 
C-07～C-09 岩森 正男 （近畿大・理工） 
C-10～C-12 内藤 陽子 （大阪大・微研・分子遺伝） 
C-13～C-14 朝日 道雄 （大阪医大・薬理） 
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